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神戸はさまざまなエスニック・グループが集まり住んでいる都市である．そ

のことがもつ意味については第2巻第�部の概説で言及されている．ここ第�

部ではとくに，インナーシティに営業と生活を展開する在日韓国・朝鮮人のコ

ミュニティを中心に，その震災復興のさまざまな営為をみる．

第1章「被災コミュニティと在日韓国・朝鮮人の復興戦略」（文）は，まず，

長田区を中心に展開するケミカルシューズ産業の生産ネットワークを，激しい

競争と下請け関係，大中小零細企業の複雑な分業態勢，絶え間ない参入・退出

（在日にとっての参入の容易さ）などと特徴づけ，多くの在日韓国・朝鮮人がそ

こに就業していることとの関連性を考察する．甚大な震災被害を受けて，この

ネットワークは活動停止に陥り，アジアにおける産地間競争に大きな遅れをと

る．復興プランとして出された「くつのまち・ながた」は大手・中堅メーカー

主導の「産業プラン」であり，弱小零細メーカーの「生業」としてのケミカル

の復興を包摂しえないという限界をもっている．そうしたなかから，「生活の

場」＝地域社会と連携した復興プランである「アジアタウン」構想が打ち出さ

れる．震災を契機に「地域住民としての在日」の存在がみえてきたことの証の

ひとつであるが，その展開過程でこれまでのさまざまな矛盾，葛藤も表出され

ており，その実現のむずかしさが分析されている．

第2章「在日韓国・朝鮮人の生活史のなかの震災」（山本）は，前章で分析さ

れた状況をひとりの「裁断屋」の自営業主の生活史からとらえ返している．在

日が日本で生きていくには「自営か医師か弁護士しか道はない」というなかで

「長田でしか生きられへん」という在日の生きざまがとらえだされている．親

族や同胞のネットワークを大事にしつつも，震災のような厳しい状況のなかで

は「僕ら，結局，一匹狼やからね」というありようになるのである．

第3章「朝鮮初中級学校『復興』をめぐって」（仲野）は，東神戸朝鮮初中級

学校の復興の過程を追うなかで，在日朝鮮人と日本人の交流，共生のテーマを

とらえだしている．第1章にも指摘があるように「地域住民としての在日」の

発見を日本人住民の側からとらえたエピソード，朝鮮学校の復興活動に参加す

る日本人グループ「朝鮮学校を支えるおんなたちの会」の活動と在日コリアン

父母との交流など，震災による新しい展開が描かれると同時に，日本社会での
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在日コリアンの位置状況が立体的に浮かび上がっている．

70数年前の関東大震災時の朝鮮人虐殺という痛苦の事件を，今次の大震災は

繰り返すことなく新しい交流へと展開しえたのであるが，そこに日本の市民社

会の前進をみるとともに，なお克服していかなければならない多くの課題が認

識されるのである．

（岩崎信彦）
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